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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

年齢３区分別推計人口

人口・世帯数推移

6,667 5,826 5,089 4,392 3,769 3,253 2,827 2,550 2,349

29,625
27,011

24,290
21,424

19,300 17,681 16,185 14,603 12,735

11,405
12,351

13,184
14,214

14,482
14,016

13,317
12,585

12,154

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H12

2000年

H17

2005年

H22

2010年
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H37

2025年

H42

2030年

H47

2035年

H52

2040年
0～14歳 15～64歳 65歳以上

（人）

14.0 12.9 12.0 11.0 10.0 9.3 8.7 8.6 8.6

62.1 59.8 57.1 53.5 51.4 50.6 50.1 49.1 46.8

23.9 27.3 31.0 35.5 38.6 40.1 41.2 42.3 44.6
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60.0
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H12
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2020年
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H42
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H47

2035年

H52

2040年
0～14歳 15～64歳 65歳以上

（％）

年齢３区分別推計人口比

備考

【出典】国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所

【出典】国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所

人口
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

世帯数と1世帯当たりの人員数の推移

人口・世帯数推移

【出典】国勢調査

人口
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成22（2010）年 総人口

メッシュ人口推計人口

【出典】国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成52（2040）年 総人口

メッシュ人口推計人口

【推計方法】「平成22年国勢調査に関する地域メッシュ統計」（府中市）

「広島県：男女年齢（5歳）階級別データ「日本の地域別将来推計（平成25年3月推計）」」（国立社会保障・人口問題研究所）

を用いて推計
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成22（2010）年 0~14歳人口

メッシュ人口推計人口

【出典】国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成52（2040）年 0~14歳人口

メッシュ人口推計人口

【推計方法】「平成22年国勢調査に関する地域メッシュ統計」（府中市）

「広島県：男女年齢（5歳）階級別データ「日本の地域別将来推計（平成25年3月推計）」」（国立社会保障・人口問題研究所）

を用いて推計
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成22（2010）年 15~64歳人口

メッシュ人口推計人口

【出典】国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成52（2040）年 15~64歳人口

メッシュ人口推計人口

【推計方法】「平成22年国勢調査に関する地域メッシュ統計」（府中市）

「広島県：男女年齢（5歳）階級別データ「日本の地域別将来推計（平成25年3月推計）」」（国立社会保障・人口問題研究所）

を用いて推計
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成22（2010）年 65歳以上人口

メッシュ人口推計人口

【出典】国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成52（2040）年 65歳以上人口

メッシュ人口推計人口

【推計方法】「平成22年国勢調査に関する地域メッシュ統計」（府中市）

「広島県：男女年齢（5歳）階級別データ「日本の地域別将来推計（平成25年3月推計）」」（国立社会保障・人口問題研究所）

を用いて推計
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成22（2010）年～平成52（2040）年 人口増減数

メッシュ人口推計人口

【推計方法】「平成22年国勢調査に関する地域メッシュ統計」（府中市）

「広島県：男女年齢（5歳）階級別データ「日本の地域別将来推計（平成25年3月推計）」」（国立社会保障・人口問題研究所）

を用いて推計
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成22（2010）年 人口密度

人口密度人口

【出典】国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成52（2040）年 人口密度

人口密度人口

【推計方法】「平成22年国勢調査に関する地域メッシュ統計」（府中市）

「広島県：男女年齢（5歳）階級別データ「日本の地域別将来推計（平成25年3月推計）」」（国立社会保障・人口問題研究所）

を用いて推計
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

地区別の人口推移

参考）地区区分図

【出典】国勢調査、府中市統計要覧

人口 地区別人口推移

高木・
中須町周辺

府中・
出口町周辺

都市計画区域内
集落市街地

旧府中市
集落市街地

旧上下町

集落市街地

都市計画区域

市街化区域

上下
都市計画区域

府中市
都市計画区域
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高木町・
中須町周辺

府中町・
出口町周辺

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

府中町等旧市街地 高木町等新市街地

市街化区域縁辺部 旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

府中町・出口町周辺 高木町・中須町周辺

都計区域内集落市街地 旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

（人）
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

過去5年間に転居・転入してきた人口（平成22年）

地区別人口推移

18歳未満のいる世帯数（平成22年）

備考

【出典】国勢調査

【出典】国勢調査

人口

0

200

400

600

800

1,000

1,200

18歳未満のいる

核家族世帯

18歳未満

のいる3世代等の世帯

府中・出口町
周辺

高木・中須町
周辺

都計区域内
集落市街地

旧府中市
集落市街地

旧上下町
集落市街地

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

府中市内から転居 市外から転入

府中・出口町

周辺

高木・中須町

周辺

都計区域内

集落市街地

旧府中市

集落市街地

旧上下町

集落市街地
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高木町・
中須町周辺

府中町・
出口町周辺

高木町・
中須町周辺

府中町・
出口町周辺

（人）

（世帯数）
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

府中市・福山市・尾道市の人口推移

市外含む人口動向

備後圏域における市町間の通勤者の状況

備考

【出典】国勢調査

【出典】平成22年国勢調査

人口

20 22
26

43
46

14
18 18

15

4 5 6 4

38

49

66 65

-

10

20

30

40

50

60

70

80

大
９

大
１
４

昭
５

昭
１
０

昭
１
５

昭
２
２

昭
２
５

昭
３
０

昭
３
５

昭
４
０

昭
４
５

昭
５
０

昭
５
５

昭
６
０

平
２

平
７

平
１
２

平
１
７

平
２
２

万

福山市 尾道市 府中市 合計

増加

減少

減少

5,048人

4,180人

6,505人

6,666人

4,692人

2,906人

489人
367人

1,869人

2,798人
107人

134人

1,238人

1,372人
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資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

府中市の転出入数の状況

市外含む人口動向

【出典】平成27年市民意識調査（アンケート）

人口
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

福山市への転出状況①（平成27年市民意識調査）

市外含む人口動向

【出典】平成27年市民意識調査（アンケート）

人口

2%

32%

33%

16%

5%

6%
6%

福山市への転出者の年齢（n=86）

１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳

５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上

40%

49%

11%

福山市へ転出前の勤務地

（n=70）

府中市内 福山市 その他

51%

14%

20%

11%
2% 1% 1%

福山市へ転出の際の人数

（n=86）

１人 ２人 ３人

４人 ５人 ６人以上

無回答
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

福山市への転出状況②（平成27年市民意識調査）

市外含む人口動向

【出典】平成27年市民意識調査（アンケート）

人口

11 

6 7 

0 
3 

7 
4 

28 
26 

3 

9 

0

5

10

15

20

25

30

ご
自
身
の
仕
事
の
関
係

配
偶
者
な
ど
家
族
の
仕
事
の
関
係

ご
自
身
や
家
族
の
職
場
の
近
隣
へ

の
転
出

ご
自
身
の
学
校
の
関
係

子
ど
も
な
ど
家
族
の
学
校
の
関
係

親
の
介
護
や
親
と
同
居
な
ど
両
親

（
ま
た
は
祖
父
母
）
の
事
情

子
ど
も
と
同
居
な
ど
親
以
外
の
家

族
の
事
情

結
婚
の
た
め

住
宅
の
関
係

移
住

そ
の
他

府中市から福山市への転出理由（n=86、回答数(pt)=104）

仕事の関係24

50.0

7.1

35.7

3.6 3.6

転出理由「結婚のため」の詳細(n=28)

配偶者の居住地や勤務先（近隣も含む）に転出した

結婚を機に親（義理も含む）と同居するため、親の居住地に転出した

結婚を機に、自身も配偶者も新たな場所に転出した

その他

無回答

42.3％

23.1％

11.5％

11.5％

11.5％

転出理由「住宅の関係」の詳細(n=26)

家の購入

新築

借家の借換え

その他

無回答
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

福山市からの転入理由①（平成27年市民意識調査）

市外含む人口動向

【出典】平成27年市民意識調査（アンケート）

人口

26%

72%

福山市への転入者の年齢（n=83）

１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳

５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

37%

51%

12%

福山市から転入時の勤務先（n=60）

府中市内 福山市 その他

29%

28%
15%

18%

7%
1% 2%

福山市から転入時の人数（n=83）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

資-21



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

福山市からの転入理由②（平成27年市民意識調査）

市外含む人口動向

【出典】平成27年市民意識調査（アンケート）

人口
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ご
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転
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ご
自
身
の
学
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の
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子
ど
も
な
ど
家
族
の
学
校
の
関
係

親
の
介
護
や
親
と
同
居
な
ど
両
親

（
ま
た
は
祖
父
母
）
の
事
情

子
ど
も
と
同
居
な
ど
親
以
外
の
家
族

の
事
情

結
婚
の
た
め

住
宅
の
関
係

移
住

そ
の
他

福山市から府中市への転入理由（n=83、回答数(pt)=118）

仕事の関係41

43.5%

21.7%

26.1%

0.0%
8.7%

転入理由「結婚のため」の詳細(n=23)

配偶者の居住地や勤務先（近隣も含む）が府中市だったので

結婚を機に親（義理も含む）と同居するため、親の居住地であ

る府中市に転入した

結婚を機に、自身も配偶者も新たに府中市に転入した

その他

無回答

30.0%

70.0%

0.0% 0.0%

「住宅の関係」の詳細(n=20)

家の購入

新築

借家の借換え

その他

資-22

（回答数）



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

昭和51（1976）年 土地利用種別

土地利用の変遷土地利用

【出典】国土数値情報3次メッシュ

資-23



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

平成26（2014）年 土地利用種別

土地利用の変遷土地利用

【出典】国土数値情報3次メッシュ

資-24



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

家屋の新築・増築状況の推移

住宅建築・空き家の状況

【出典】府中市統計要覧

土地利用

資-25

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

世帯数・住宅数の推移

住宅建築・空き家の状況

空き家の推移

備考

【出典】住宅・土地統計調査、住民基本台帳

【出典】住宅・土地統計調査

土地利用

旧府中市
（合併前）

現府中市
（合併後）

旧府中市
（合併前）

現府中市
（合併後）

資-26

S63年 H5年 H10年 H15年 H20年 H25年

S63年 H5年 H10年 H15年 H20年 H25年

（戸）



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

空き家の分布

住宅建築・空き家の状況

【出典】府中市空き家等実態調査（平成28年2月）

【凡例補足】A：小規模の修繕により再利用が可能、B：管理が行き届いていないが当面の危険性は少ない、C：管理が行き届いておらず損傷が激しい
D：倒壊の危険性があり修繕や解体などの緊急度が高い、E：倒壊の危険性があり解体などの緊急度が極めて高い

土地利用

資-27

老朽度・危険度小

老朽度・危険度大



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

高木・
中須町周辺

府中・
出口町周辺

都市計画区域内
集落市街地

旧府中市
集落市街地

旧上下町

集落市街地

都市計画区域

市街化区域

上下
都市計画区域

府中市
都市計画区域

利用交通手段（平成22年）

利用交通手段・公共交通運行状況

【出典】国勢調査

都市基盤・交通

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

自家用車 公共交通 徒歩・自転車 その他

64.3% 68.3%
77.0% 78.3% 73.9%

府中・出口町

周辺

高木・中須町

周辺

都計区域内

集落市街地

旧府中市

集落市街地

旧上下町

集落市街地

参考）地区区分図

資-28

府中町・
出口町周辺

高木町・
中須町周辺

府中町・
出口町周辺

高木町・
中須町周辺



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

自家用車保有台数等の推移

JR福塩線の乗車人員の推移（府中市内全鉄道駅合計）

備考

【出典】東部県税事務所・市税務課資料

【出典】西日本旅客鉄道㈱岡山支社企画課、西日本旅客鉄道㈱広島支社企画課

都市基盤・交通

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

平
１
年

平
２
年

平
３
年

平
４
年

平
５
年

平
６
年

平
７
年

平
８
年

平
９
年

平
１
０
年

平
１
１
年

平
１
２
年

平
１
３
年

平
１
４
年

平
１
５
年

平
１
６
年

平
１
７
年

平
１
８
年

平
１
９
年

平
２
０
年

平
２
１
年

平
２
２
年

平
２
３
年

平
２
４
年

平
２
５
年

平
２
６
年

乗車人員合計 定期利用者

利用交通手段・公共交通運行状況

資-29

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

平
１
年

平
２
年

平
３
年

平
４
年

平
５
年

平
６
年

平
７
年

平
８
年

平
９
年

平
１
０
年

平
１
１
年

平
１
２
年

平
１
３
年

平
１
４
年

平
１
５
年

平
１
６
年

平
１
７
年

平
１
８
年

平
１
９
年

平
２
０
年

平
２
１
年

平
２
２
年

平
２
３
年

平
２
４
年

平
２
５
年

平
２
６
年

平
２
７
年

乗用車 軽自動車 自動車合計 世帯数

（台）

（人）



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

通勤通学における鉄道・電車利用率（平成22年、500ｍメッシュ）

都市基盤・交通

【出典】平成22年国勢調査

利用交通手段・公共交通運行状況

資-30

0 2 4 km



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

通勤通学におけるバス利用率（平成22年、500ｍメッシュ）

都市基盤・交通 利用交通手段・公共交通運行状況

【出典】平成22年国勢調査

資-31

0 2 4 km



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

通勤通学における自家用車利用率（平成22年、500ｍメッシュ）

都市基盤・交通 利用交通手段・公共交通運行状況

【出典】平成22年国勢調査

資-32

0 2 4 km



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

通勤通学におけるバイク利用率（平成22年、500ｍメッシュ）

都市基盤・交通 利用交通手段・公共交通運行状況

【出典】平成22年国勢調査

資-33

0 2 4 km



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

停留所別のバス便数

都市基盤・交通 利用交通手段・公共交通運行状況

【出典】府中バスマップ、株式会社中国バスHP ※平成27年10月末時点

【算出方法】片方向便数：停留所毎に、上り・下り便数合計値を1/2して算出

資-34



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

バス停・鉄道駅の徒歩圏

公共交通徒歩圏都市基盤・交通

【徒歩圏の設定】バス停半径300ｍ、鉄道駅半径800ｍ

※バス停は、平成27年10月末時点

資-35



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

バス停徒歩圏人口カバー図

公共交通徒歩圏都市基盤・交通

【徒歩圏の設定】バス停半径300ｍ ※バス停は平成27年10月末時点

【出典】人口メッシュ：平成22年国勢調査

資-36



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

（平成25年度）

歳入の推移

歳入

歳入決算額の推移

備考

【出典】府中市統計要覧

【出典】府中市公共施設等総合管理計画

財政

【平成10年】 【平成25年】

資-37

47.9%52.1%

市税

34.0%

使用料手数料

4.4%諸収入

7.7%

その他

1.8%

国庫支出金

10.5%

県支出金

4.5%

交付金

26.6%

地方譲与税等

2.4%
市債

8.1%

55億円

歳入総額
162億円

7億円

17億円

43億円

4億円
13億円

自主財源

78億円

依存財源

84億円

12億円

3億円

7億円

47.9%52.1%

市税

34.0%

使用料手数料

4.4%諸収入

7.7%

その他

1.8%

国庫支出金

10.5%

県支出金

4.5%

交付金

26.6%

地方譲与税等

2.4%
市債

8.1%

55億円

歳入総額
162億円

7億円

17億円

43億円

4億円
13億円

自主財源

78億円

依存財源

84億円

12億円

3億円

7億円



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

49.9%

13.4%

36.6%

人件費

16.7%

扶助費

18.2%

公債費

15.0%
普通建設事業費

13.3%

災害復旧事業費

0.1%

繰出金

11.0%

物件費

12.3%

補助費等

9.7%

維持補修費

0.6%
その他

3.0%

義務的経費
96億円

投資的経費
26億円

その他経費
71億円

32億円

歳出総額
192億円

35億円

29億円25億円0億円

1億円

24億円

19億円

6億円

21億円

（平成25年度）

歳出の推移

歳出

最出決算額の推移

備考

【出典】府中市統計要覧

【出典】府中市公共施設等総合管理計画

財政

【平成10年】 【平成25年】

資-38

49.4%

21.5%

29.1%

人件費

26.9%

扶助費

10.6%

公債費

11.9%
普通建設事業費

19.9%

災害復旧事業費

1.6%

繰出金

4.2%

物件費

11.6%

補助費等

4.9%

維持補修費

0.8% その他

7.5%

義務的経費
78億円

投資的経費
34億円

その他経費
46億円

42億円

歳出総額
157億円

17億円

19億円31億円

3億円

1億円

18億円

8億円

12億円

7億円



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-39

商業の推移

商業経済活動

【出典】商業統計調査

（S50年を１とする指数）

S54年
1979年

S63年
1988年

H9年
1997年

H19年
2007年

H26年
2014年



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-40

工業の推移

工業経済活動

【出典】工業統計調査

（S50年を１とする指数）

S50年
1975年

S55年
1980年

S60年
1985年

H2年
1990年

H7年
1995年

H12年
2000年

H17年
2005年

H22年
2010年

H25年
2013年



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-41

農業の推移

農業経済活動

【出典】農林業センサス

（S45年を１とする指数）

S50年
1975年

S55年
1980年

S60年
1985年

H2年
1990年

H7年
1995年

H12年
2000年

H17年
2005年

H22年
2010年

H27年
2015年



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-42

医療施設の分布（3分類）

医療施設都市機能

【出典】病院・診療所：府中市医師会名簿 ※
歯科診療所・調剤薬局：救急医療NET HIROSHIMA 情報提供制度（医療情報ネット） ※
地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)

・診療所（歯科除く）

※平成27年時点



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-43

病院・診療所の分布

医療施設都市機能

【出典】病院・診療所：府中市医師会名簿

地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)

※平成27年時点



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-44

社会福祉施設の分布（3分類）

社会福祉施設都市機能

※平成27年時点

【出典】地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-45

老人福祉施設の分布

社会福祉施設都市機能

※平成28年時点

【出典】地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-46

教育文化施設の分布

教育文化施設都市機能

※平成27年時点

【出典】地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-47

子育て・教育施設の分布

教育文化施設都市機能

※平成27年時点

【出典】地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-48

商業施設の分布

商業施設都市機能

【出典】商業施設：iタウンページ（平成27年時点）、全国大型小売店総覧（平成26年度版）

地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-49

金融施設の分布

金融施設都市機能

※平成27年時点【出典】金融施設：iタウンページ、JAバンク広島HP ※

地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-50

公共施設の分布（公民館・集会所除く）

公共施設都市機能

※平成27年時点

【出典】地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-51

公民館・集会所の分布

公共施設都市機能

※平成27年時点

【出典】地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-52

行政施設の分布

公共施設都市機能

※平成27年時点

【出典】地図：電子地形図（タイル）(国土地理院)



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-53

徒歩圏人口カバー図（病院・診療所）

都市機能の徒歩圏都市機能

【出典】平成22年国勢調査

徒歩圏

施設



資料編

大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-54

徒歩圏人口カバー図（歯科診療所）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-55

徒歩圏人口カバー図（調剤薬局）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-56

徒歩圏人口カバー図（身体障害者福祉施設）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-57

徒歩圏人口カバー図（老人福祉施設）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-58

徒歩圏人口カバー図（児童福祉施設（保育所・子育て支援センター等））

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-59

徒歩圏人口カバー図（幼稚園・小中高等学校）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-60

徒歩圏人口カバー図（図書館・博物館・美術館・スポーツ・イベント施設）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-61

徒歩圏人口カバー図（商業施設）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-62

徒歩圏人口カバー図（金融施設）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-63

徒歩圏人口カバー図（公民館・集会所等）

都市機能の徒歩圏都市機能

徒歩圏

施設

【出典】平成22年国勢調査
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大分類 小分類データ範囲

府中市全体

備考

資-64

地区区分図

地区の設定地区別整理

※府中市都市計画マスタープラン（平成26年度改訂版）の地域別構想における地域区分や、
中学校区を基に地区を設定
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２. 集落市街地における住民意向（市民アンケート） 

（１）調査概要 

◯調査の目的 

府中市では、これまで各種計画策定にあたってアンケート等を通し、特に府中市が都市

計画マスタープランの中で「生活中心街」と位置づけている市中心部のまちづくりに関す

る実態の把握に努めてきました。 

今回、立地適正化計画において、市中心部以外の集落部についても任意の計画として位

置づけていくにあたり、生活の実態や意向を把握するためにアンケート調査を実施しまし

た。 

 

◯調査地域： 

 

旧上下町、河面町、河佐町、久佐町、 

諸毛町、小国町、阿字町、木野山町、 

行縢町、斗升町、本山町、上山町、 

荒谷町、三郎丸町、篠根町、父石町、 

僧殿町、河南町、栗柄町、用土町、土生町   

 

 

 

◯調査方法 

無作為に抽出した満 20歳以上の男女 1000人に調査票を発送 

 

◯調査期間 

平成 28年 9月～10月 

 

◯調査項目 

・居住期間、転居・転入の状況、居住継続意向、別居家族の状況、子育て・教育環境、交

通手段、コミュニティ活動、公民館・集会所の利用状況、暮らしの満足度など 

 

◯回収状況 

 

 

  

配布数 1000 部 

回収数 463 部 

回収率 46.3％ 

上下都市計画区域

府中都市計画区域

上下都市計画区域

府中都市計画区域
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◯回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯調査結果の概要 

・世代別では、若い世代ほど、現在の暮らしに不満を抱いている人の割合が高く、将来の

転居・転出を考えている人が多い傾向となっていました。 

・そのような中、子育て環境については、親や地域との良好な関係により子育てしやすい

と考える意見がある一方で、小児医療や子どもの通学手段に不満を持っているとの回答

が、みられました。 

 

・転居・転出をする場合の候補地としては、市内では、高木町・中須町周辺、市外では福

山市が多く挙げられていました。 

 

・運転できない家族の買い物等における移動手段は、「家族が運転する車」が多く、外出

頻度については、「週 2～3回」が多く挙げられていました。 

 

・コミュニティ活動については、冠婚葬祭や祭りといったイベントを中心に、声掛けや安

否確認、送迎・乗合せといった日常生活での助け合いも一定数見られました。 

・自治会活動における問題として、「参加者の減少、高齢化」「野生動物による農業被害」

が多く挙げられていました。 

 

・公民館・集会所の利用については、「寄合」「祭等の行事」での利用が多く、利用頻度は

「年数回」が多い状況となっていました。  

47%

49%

5%

性別

男性

女性

無回答

5%
6%

8%

14%

22%

27%

14%

4%

年齢

20代

30代

40代

50代

60代

70代

2%

9%

23%

3%
7%

14%
1%

36%

2%
4%

職業

自営業（農林水産業）

自営業（農林水産業以外）

会社員・会社役員

公務員・団体職員

パート・アルバイト

家事専業

学 生

無 職

その他

無回答

12%

29%

19%

21%

15%

2% 1%

世帯構成

一人暮らし

夫婦世帯

親と同居

子どもと同居

三世代又はそれ以上の世帯

その他

無回答
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（２）調査結果 

①居住期間について 

・15年以上前に転居・転入してきた人が多い状況となっています。 

 

 

②転居・転入の状況について 

・市内での転居・転入を経て居住している方が多い状況となっています。 

 

 

  

157

242

42

17

0 50 100 150 200 250 300

生まれたときから住んでいる

15年以上前に転居・転入

5～14年前に転居て・転入

転居・転入して5年未満

居住期間（n=458）

147

98

38

0 20 40 60 80 100 120 140 160

府中市内の別の地区からの転居

県内の他の市町村から転入

県外から転入

転居・転入前の居住地（n=283）

（回答数） 

（回答数） 
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・結婚をきっかけとした転居が多い状況となっています。 

 

 

・転居・転入時の気持ちとしては、20～30代において「どちらかというと仕方がなく転居

した」「仕方がなく転居した」と回答する傾向が強まっています。 

 

  

101

11

1

6

9

10

37

9

76

11

23

0 20 40 60 80 100 120

結婚のため

ご自身の就職、転勤のため

ご自身の学校の関係

配偶者など家族の就職、転勤のため

子ども等家族の学校の関係

ご自身や家族の職場の近隣へ転居

親の介護や親と同居など両親（又は祖父母）の事情

子どもと同居など親以外の家族の事情

住宅取得の関係

移住

その他

転居・転入のきっかけ（n=294）

3

34

29

2

17

9

7

41

33

7

29

28

6

15

15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

転居・転入時の心境（年齢別,n=275）

転居・転入したかった どちらかといえば、転居したかった

どちらともいえない どちらかといえば、仕方なく転居した

仕方なく転居した

（回答数） 
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③居住継続意向について 

・回答者全体では住み続けたい人が多い一方で、20～30代については、他の世代に比べて、

「今後転居・転出するかもしれない」「転居・転出したい」の割合が高くなっています。 

 

 

・住み続けたい理由としては、「住み慣れている」が最も多く、続いて「緑や自然が豊か」

「実家のため」「自然災害の危険性が低い」が多く挙げられています。 

 

18人

135人

155人

20人

38人

16人

12人

20人

13人

1人

5人

2人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

居住継続意向（年齢別,n=435）

現在の地区に住み続けたい

できれば住み続けたいが、今後転居・転出するかもしれない

転居・転出したい

その他

285

135

19

11

20

9

1

2

10

50

96

11

21

45

42

106

1

17

0 50 100 150 200 250 300

住み慣れている

緑や自然が豊か

歴史や文化等への誇り、愛着

公共交通の利便性が良い

買い物が便利

通勤・通学が便利

医療・福祉サービスが充実

文化施設等の公共施設が充実

子育て環境が良い

治安が良い

自然災害の危険性が低い

道路などの生活基盤が良い

家賃が安い、家や土地が広いなど住宅に満足

隣近所のつきあいが活発

親類や知人が多く住んでいる

実家のため

職場の環境に満足

その他

住み続けたい理由（n＝881,複数回答）

（回答数） 
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・転居・転出したい、転居・転出するかもしれない理由としては、「買い物が不便」「老後が

不安」「公共交通が不便」が多く挙げられています。 

・年齢別では、70代以上で上記 3つの理由の占める割合が高くなっています。 

 
 

 

55

2

1

53

66

16

37

4

6

1

19

13

11

12

22

14

11

11

0 10 20 30 40 50 60 70

老後が不安

緑や自然が荒れている

歴史や文化が乏しい

公共交通が不便

買い物が不便

通勤・通学が不便

医療・福祉サービスが不十分

文化施設等の公共施設が不十分

子育て環境が良くない

治安が悪い

自然災害の危険性が高い

道路が狭い、管理が不行き届き

住宅に不満

隣近所のつきあいが煩わしい

人が減り、活気が失われている

親族との同居

転勤や転職を考えている

その他

転居・転出したい、転居・転出するかもしれない理由（n=354）

8

28

17

2

1

11

25

16

15

33

17

10

6

6

20

10

1

2

3

31

5

7

7

3

6

3

2

9

3

5

4

5

11

5

1

8

4

9

1

5

4

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

転居・転出したい、転居・転出するかもしれない理由（年齢別）

老後が不安 緑や自然が荒れている

歴史や文化が乏しい 公共交通が不便

買い物が不便 通勤・通学が不便

医療・福祉サービスが不十分 文化施設等の公共施設が不十分

子育て環境が良くない 治安が悪い

自然災害の危険性が高い 道路が狭い、管理が不行き届き

住宅に不満 隣近所のつきあいが煩わしい

人が減り、活気が失われている 親族との同居

転勤や転職を考えている その他

（回答数） 
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・転居・転出する場合の候補としては高木町・中須町周辺、市外では福山市内が多く挙げら

れています。 

 

 

・転居・転出に至っていない理由としては、「現在の生活様式が変わること」「現在所有して

いる土地やお墓の管理が難しいから」が多く挙げられています。 

 

  

10

17

2

15

17

22

21

16

0 5 10 15 20 25

府中駅周辺

高木町・中須町周辺

上下駅周辺

府中市内のその他の場所

福山市 新市～駅家駅周辺

福山市 その他地域

その他県内の市町村

県外

転居・転出先候補（n=120）

（回答数）

42

5

29

26

17

19

36

15

5

18

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

現在の生活様式が変わることが不安だから

今よりも家が狭くなるから

手頃な価格の住宅や土地がないから

仕事の関係で離れられないから

知人・友人と疎遠になるから

親や子どもの家から離れてしまうから

現在所有している土地やお墓の管理が難しいから

現在所有している土地や家屋の買い手がなく、売却できないから

住み替え先の探し方がわからないから、相談する相手がいないから

その他

転居・転出に至っていない理由（n=212）

市内 

44 

福山市 

39 

（回答数） 
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④別居家族の状況について 

・別居する子どもの居住地については、市内では「同じ地区内」、市外では「福山市」が多く

挙げられています。 

 

  

35

11

3

19

16

26

4

4

33

51

0 10 20 30 40 50 60

同じ地区内

府中駅周辺

上下駅周辺

市内その他

福山市 新市～駅家駅周辺

福山市 その他地域

世羅町

三次市

市外その他

県外

別居する子どもの居住地（n=202）

市内 

68 

福山市 

42 

（回答数） 
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⑤子育て・教育環境について 

・全体として、「子育てしやすい」「どちらかというとしやすい」のほうが、「子育てしにく

い」「どちらかというとしにくい」より若干多い状況となっています。 

・子育てしにくいと回答した方からは、小児医療の充実や子どもの通学手段等に関わる意見

がありました。 

・子育てしやすいと回答した方からは、親や地域との良好な関係により子育てしやすいと考

える意見がありました。 

 

□子育てしやすい理由・しにくい理由の個別回答例 

年齢 

性別 
住所 子どもの年齢 意見等 

40 代 

女性 

栗柄町 

 

・15～19 歳 【どちらかというと子育てしやすい】 

・地域的には近所の付き合いもあり、特にさみしい感じもなく、

いろいろ聞ける人がいるのでよい。 

30 代 

女性 

栗柄町 

 

 

 

・0～7歳 【子育てしにくい】 

・小児科のみをしている病院がない。市民病院は先生がバラバ

ラなのでかかりつけにはしにくい。 

・子ども用品を売っている店がない。 

40 代 

女性 

 

篠根町 

 

・7～15 歳 

・15～19 歳 

【どちらかというと子育てしやすい】 

・学校環境で生徒の人数もあまり多くないため先生と子供の関

係の距離が近く、また学校と地元の距離も近く、子どもの育

成にあたり保護者や地域の方とコミュニケーションがとり

やすく感じている。 

30 代 

女性 

篠根町 

 

・0～7歳 【どちらかというと子育てしにくい】 

・近所に子どもが少ないので子供同士の関わりが少ない。 

40 代 

女性 

上下町

小堀 

・7～15 歳 【どちらかというとしやすい】 

・親と一緒なので 1人で子育てをしていない為、安心感がある 

・都会に比べ安全と思う。 

30 代 

男性 

上下町

小塚 

・7～15 歳 

・15～19 歳 

【子育てしにくい】 

・学校が遠すぎる。中学校は自転車で帰宅に１時間はかかる。 

 

8

31

21

13

0 5 10 15 20 25 30 35

子育てしやすい

どちらかというとしやすい

どちらかというとしにくい

子育てしにくい

子育てのしやすさ（n=73）

（回答数）

39 

34 
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⑥交通手段について 

・運転できない家族の買い物等における移動手段は、「家族が運転する車」が多く、外出頻

度については、「週 2～3回」が最も多いものの、「ほぼ毎日」も一定数みられました。 

 

 

  

174

4

4

4

1

7

1

3

2

2

0 50 100 150 200

家族が運転する車

知人が運転する車

電 車

路線バス

施設送迎バス

タクシー

乗合いタクシー

自転車

徒 歩

その他

運転ができない家族の買い物等の交通手段（n=202）

40

67

45

34

7

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ほぼ毎日

週2～3回

週1回程度

月１回程度

年数回

数年に1回

運転ができない家族の買い物等の外出頻度（n=195）

（回答数） 

（回答数） 
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⑦コミュニティ活動について 

・隣近所の助け合い・自治会活動の内容ともに、冠婚葬祭や祭りといったイベントに関連し

た活動が中心となっています。 

・また、声掛けや安否確認、送迎・乗合せといった日常生活での助け合いも一定数見られま

す。 

 

 

  

202

54

13

4

22

2

46

215

25

0 50 100 150 200 250

特にない

定期的な安否確認

買い物の手伝い

家事（料理、掃除、洗濯など）の手伝い

通院などの送迎・乗り合わせ

子どもの一時預かり

庭や農地管理の手伝い

冠婚葬祭の手伝い

その他

隣近所での助け合い（n=583、複数回答）

236

244

210

338

139

286

101

30

21

0 50 100 150 200 250 300 350 400

寄合

集会所、広場等の維持管理

農道や用水路等の維持管理

地域の祭り

消防・防災活動

冠婚葬祭での協力

見守りや声掛けなどの助け合い活動

わからない

その他

自治会活動の内容（n=1605、複数回答）

（回答数） 

（回答数） 
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・他の自治会と共同で行っている取り組みとして、「地域の祭り」「道路や用水水路等の清掃」

「公民館・集会所等の維持管理」が多く挙げられています。 

 

 

・自治会活動における問題として、「参加者の減少、高齢化」「野生動物による農業被害」が

多く挙げられています。 

 

  

92

75

111

115

191

66

2

73

43

78

11

0 50 100 150 200 250

特にない

寄合

公民館・集会所、広場等の維持管理

道路や用水水路等の清掃

地域の祭り

消防・防災活動

地域資源を活用した特産品の開発

冠婚葬祭での協力

見守りや声掛けなどの助け合い活動

わからない

その他

複数自治会の連携（n=857、複数回答）

279

103

37

63

65

147

51

143

194

63

9

0 50 100 150 200 250 300

自治会活動への参加者の減少、高齢化

地域の次世代のリーダーの不在

集会所・公民館の利活用

集会所・公民館の老朽化

農道等の管理が不行き届き

祭り等の地域の行事の継続

消防・防災活動の継続

空き家・耕作放棄地の増加

野生動物による農業被害

わからない

その他

自治会活動の課題（n=1154、複数回答）

（回答数） 

（回答数） 
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⑧公民館・集会所の利用状況について 

・「寄合」「祭等の行事」での利用が多く、利用頻度は「年数回」が多い状況となっています。 

 

 
  

198

57

64

17

4

144

31

118

23

0 50 100 150 200 250

寄合

趣味や教養に関わる活動

（音楽、美術、舞踊、文学、語学など）

健康・スポーツ活動

（健康づくり、体操、スポーツなど）

家庭生活に役立つ活動

（料理教室・編み物教室など）

育児・教育に関する活動

（幼児教育、子育て相談など）

祭等の行事

ボランティア活動

公民館や集会所の清掃・管理

その他

公民館等の利用目的（n=656、複数回答）

1

15

28

84

157

140

21

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

ほぼ毎日

週2～3回

週1回程度

月1回程度

年数回

めったに利用しない

その他

公民館等の利用頻度（n=446）

（回答数） 

（回答数） 
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⑨暮らしの満足度について 

・全体として「まあまあ満足している」が多い一方で、若い世代については、他の世代に比

べて「あまり満足していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

  

17

278

111

34

0 50 100 150 200 250 300

非常に満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

満足していない

暮らしの満足度（n=440）

1

4

10

24

126

119

22

44

40

3

20

9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

暮らしの満足度（年齢別、n=422）

非常に満足している まあまあ満足している あまり満足していない 満足していない

（回答数） 
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３. 検討の経過 

（１）府中市都市再生協議会 

 日時 議事 

第 1回 平成 28年 8月 10日 

・立地適正化計画の概要 

・府中市の現状と課題について 

・今後の立地適正化計画策定の取り組み予定 

第 2回 平成 28年 11月 2日 

・府中市での立地適正化計画の目的 

・府中市の位置づけ 

・府中市の全体構造 

・区域設定の考え方 

・まちづくりの誘導方針 

第 3回 平成 28年 12月 26日 ・立地適正化計画の素案について 

第 4回 平成 29年 3月 16日 ・立地適正化計画の策定について 

 

参考）府中市都市再生協議会委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分 所属 氏名 

市民 

府中市町内会連合会 副会長 前原 裕吉 

ＮＰＯ法人府中ノアンテナ 理事 小谷 直正 

府中市地域おこし協力隊 有光 梨紗 

府中市民生委員児童委員協議会 会長 皐月 利夫 

公共交通に関する

事業者 

株式会社中国バス 代表取締役専務 渡邉 寛人 

西日本旅客鉄道株式会社 

岡山支社 
企画課長 加藤 勇樹 

中国タクシー株式会社 代表取締役会長 藤枝 俊治 

関係団体の代表者

又は 

その指定する者 

府中地区医師会 副会長 瀬尾 泰雄 

社会福祉法人 

広島県府中市社会福祉協議会 
会長 中村 一夫 

都市計画、福祉、

商工業等に関する

専門的知識又は学

識経験を有する者 

広島大学 教授 塚本 俊明 

福山市立大学 教授 岡辺 重雄 

福山平成大学 准教授 伊藤 泰三 

上下町商工会 事務局長 濱﨑 芳幸 

府中商工会議所 事務局長 宮 睦明 

府中市中心市街地活性化協議会 道下 幸治 

府中市中心市街地活性化協議会 
タウンマネージャー 

濱中 健司 

府中市農業委員会 会長 小寺 旭 

関係行政機関の 

職員 
広島県東部建設事務所 所長 友道 康仁 

【アドバイザー】 

専門的な知識を 

持つ者 

国土交通省中国地方整備局建政

部都市・住宅整備課 
課長 原 朋久 
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（２）府中市庁内委員会 

 日時 議事 

第 1回 平成 27年 8月 1８日 

・改正都市再生特別措置法等について 

・府中市立地適正化計画について 

・府中市の現状について 

・各部局の課題に係る意見交換 

第 2回 平成 28年 3月 18日 

・府中市の現状と課題について 

・各課ヒアリング等の結果について 

・今後の取り組みについて 

第 3回 平成 28年 8月 31日 

・立地適正化計画の策定の主旨 

・今年度の検討の進め方 

・検討テーマとまちづくり方針案について 

第 4回 平成 28年 12月 19日 
・府中市の⽬指す将来像について 

・⽴地適正化に関する基本的な⽅針 

 

 

（３）府中市庁内ワーキング 

 日時 議事 

第 1回 平成 27年 8月 1８日 

・改正都市再生特別措置法等について 

・府中市立地適正化計画について 

・府中市の現状について 

・各部局の課題に係る意見交換 

第 2回 平成 27年 11月 19日 

・都市づくりの課題について 

・各課ヒアリング結果について 

・団体・事業者ヒアリング結果について 

・課題に係る意見交換 

第 3回 平成 28年 2月 23日 

・第 2回庁内ワーキング結果概要の確認 

・府中市の現状と課題について 

・今後の取り組みについて 

第 4回 平成 28年 7月 15日 

・立地適正化計画の策定について 

・府中市の現状と課題について 

・府中市都市再生協議会について 

・府中市における立地適正化計画策定の方針

について 

第 5回 平成 28年 8月 31日 
・今年度の検討の進め方 

・検討テーマとまちづくり方針案について 

第 6回 平成 28年 10月 11日 

・府中市での立地適正化計画の目的及び府中

市の都市の骨格構造について 

・各地域のまちづくりの誘導方針 
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（４）府中市素案説明会 

日時 議事 

平成 29年 1月 26日 ・立地適正化計画の素案について 

   

 

 

 

（５）素案に関するパブリックコメント 

 

① 実施概要 

 

 

② 実施結果 

 

 

平成29年1月10日（火）から平成29年2月6日（月）まで 意見募集期間

・府中市役所３階 府中市建設産業部まちづくり課

・府中市上下支所

・HP上での閲覧

閲覧場所

・持参（府中市役所３階 府中市建設産業部まちづくり課 ）

・郵便

・ファックス

・電子メール

意見提出方法

提出者数 3通 (意見件数：10件)

・閲覧場所での提出：0

・郵便：2

・ファックス：０

・電子メール：1

提出方法
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③ 提出された意見と意見に対する本市の考え方 

 

  

  

 

 

 

■感想およびご意見の趣旨が素案に含まれていると考えられるもの

番号 市の考え方

1
都市計画マスタープラン

との関係について

・今回の立地適正化計画では、平成47年を目標年次にしているが、整合性に問題ありと考えます。

・府中市の現行のマスタープランは目標年次を平成37年、将来の展望年次を平成47年としています。

・「都市計画マスタープラン」（以降、マスタープラン）の一部を形成する内部計画である以上、基幹のマスタープランの計

画期間に準拠するのが一般的です。

2 計画の見直しについて

・計画期間の明確化が妥当と考えます。

・約20年に近い長期計画が意図されているが、概ね5年毎の計画見直しを予定するとしても、漠然とした期間設定では関係す

る計画の実施具合もあり的確な見直しが出来ないことも予想されます。

3
都市づくりの目標

について

コンパクトな

まちづくりについて

・私はコンパクトプラスネットワークの狙い（国土交通省）は、府中市の現状或いは近い将来においても深刻な課題にはない

と考えます。市民の生活はこのような課題は的外れであり、歩いて暮らせる町づくりなどはまさに机上の汎用プランの規範と

言えます。近未来の市民生活シミュレーションを念頭に精査されたい。

・人口流出対策は、住みやすく楽しいコミュニティ作りに近隣にセンスの良い空間（公園・グランドなど）整備等が望まれま

す。住んで楽しい府中でなくては出てゆきます。

・府中市は山や川に囲まれた元々コンパクトなまちであり、国土交通省が示す一般的なコンパクトプラスネットワークの考え方がそのままあては

まるわけではありません。しかし、府中市でも、今後、人口減少、高齢化がより進展すると予測されています。特に、高齢化の進展により、今後自

動車の運転できない高齢者が増えると考えられ、そのような自動車の運転できない人でも生活できるまちづくりとして、歩いて暮らせる生活中心街

の形成を図っていく必要があります。

・人口流出対策については、特定の分野での取組みでは限界があるため、関係部署と連携し、コミュニティづくり等多角的な視点での取組みを今

後検討します。

4
新たな施策の

位置づけについて

・市街地の現状の姿及び現在進行中の「第2期中心市街地活性化基本計画」（平成25年～29年）等の関係計画の事業を考慮し

ての誘導方針案の提示になっているが、あまりに新味がなく、そのまま各事業の延長を追認している傾向が見えます。

・立地適正計画の根底は生活利便機能の充実した居住環境の形成と安定した生活収入を得られる産業の活性化をバランスよく

検討することと考えます。今までに進めてきた中心市街地活性化基本計画等の実施効果で足りない面がある程度、露出してき

ていると思うので、その強化策を本計画に明示していただきたい。

・府中市ではこれまで都市計画マスタープランで生活中心街と位置付けた府中駅周辺を中心にまちづくりを行ってきており、すでに多くの公共施

設が集積していることが強みであります。財政が限られる中、まずは、これまでの取組みの蓄積、既存ストックを活用した継続的なまちづくりが基

本となります。

・一方で、今回、新たな施策として、例えばサービス付き高齢者住宅の立地誘導を位置付けることで、公共施設等の集積を生かした、高齢者が元気

に暮らせる環境形成の強化を目指しています。

・本計画の目標を達成するため、計画策定後においても他部署との連携を継続し、社会情勢等を踏まえつつ、見直しのタイミングでの新たな施策等

の位置づけ、関連計画での位置づけを行っていきます。

5
継続的な取組みと

財政について

・この立地適正化計画は歴年計上の継続の場当たり展開が見透かされる。この様な雲中模索的施策に取り掛かると財政侵食に

歯止めがなく、必要な支出の障害事態も危惧します。

・府中市ではこれまで都市計画マスタープランで生活中心街と位置付けた府中駅周辺を中心にまちづくりを行ってきており、すでに多くの公共施

設が集積していることが強みであります。財政が限られる中、それらの蓄積、既存ストックを活用した継続的なまちづくりが、まずは基本となりま

す。

・現在、都市基盤の整備・維持においては、財政状況を考慮しながら整備効果等の高い場所から優先順位を付けて整備を行っております。公共施

設の適正配置を目指し、関連計画である公共施設等総合管理計画と連携を図りながら、身の丈にあった公共施設等の整備を行っていきます。

6 誘導施設について
シルバー人材センター

について

・公共施設ではないが、シルバー人材センターの生活中心街への誘導は無理でしょうか？現在は目崎町にあって、高齢者には

アクセスに負担があると思います。

・シルバー人材センターは、利用者の多くが自動車の運転ができると想定されること、シルバー人材センターの施設で高齢者が働くわけではない

ことから、府中駅周辺に誘導する重要性はそれほど高くないと考えます。

7 誘導区域について 届出制度について

・立地適正化計画では区域設定し、区域内では補助制度で土地利用（流通）を促進し、区域外においては届出を課すことで抑

制し、市街地整備を行うとしている。

・この施策で発覚するは、現状の市街化区域内の地租（路線価固定資産税、都市計画税）の改正が要求として当然出る。多く

の地権者は土地を売却するにも需要はなく、よい話を待ちわびながら高い税金に生活をも切り詰めている。その需要を区域設

定で公的差別を実施するというのですから納得できないでしょう。

・本計画は区域外の生活を制限するのではなく、区域内の生活中心街などの生活支援機能の維持を図ることで、区域外も含め府中市全体で現在の居

住地に住み続けられることを目指す計画です。

・区域外での届出制度は土地利用を抑制するものではなく、区域外の土地利用の動向を把握し、今後の計画の見直しや施策検討等の参考とするのが

主旨です。

■今後の具体的事業に向けて参考としていくもの

番号 市の考え方

8 誘導方針について 府中駅周辺について

・府中は電車もバスも通っていてショッピングセンターもあり病院もあるので良い街だと思います。

・府中駅は備後国府の玄関口としてかなり老朽化しており新しく建て替えて、駅前も大きいマンションが出来れば立地も良

く、旧宮脇書店の道路を通って踏み切りは最新式にして道の駅につながっていきます。

・備後圏各市近隣にも美術館があるので府中市にも郷土の芸術家の作品を集めた美術館があれば街が明るくなると思います。

・商店街も空き店舗があるので賑やかになればいいと思います。マンガコンテストを開催すればいいと思います。

・府中駅周辺においては、府中市全体の生活を支えるため、公共施設や商業施設などの都市機能の誘導・維持と歩行空間の確保等により、生活利

便性及び回遊性を向上させ、まただれもが歩いて暮らせる生活中心街の形成を目指しています。

・府中駅においては、南北市街地の分断解消等を図るため、南北自由通路等の基盤整備を行い、昨年竣工した道の駅びんご府中等の商業施設や公

共施設へのアクセス性を向上させ、同時に歴史・文化を生かした観光分野との連携によって、府中駅周辺の活性化を図っていきたいと考えていま

す。いただいたご意見は、今後の具体化方策検討の参考とさせていただきます。

9 教育施設について

・福山市等への転出を抑制するひとつの方法として、教育施設の充実を図る必要があると思います。現在は準看護施設以外、

高等学校以外の教育施設はなく、いろいろな分野（社会保障、料理、洋裁、ICTなど）の専門学校の誘致を図り、若い人達が

府中で技能を習得して、府中に仕事を見つけて行く道を支援してゆくのも有効と考えます。

・教育施設の充実は、転出抑制や地場産業の活性化に一定の効果があると考えており、現在府中市においては、官民連携のもと専門的な技術を学

べる大学の誘致を検討しているところです。

・今後、具体化した際には、見直しのタイミングでの施策等の位置づけ、関連計画での位置づけを行っていきます。

10
企業の誘致・育成

について

・持続可能な都市経営を志向するに当たって、常に新しい流れを市街に持ち込むことが必須でしょう。

・このため、府中市で新しいベンチャー企業の育成等の支援を商工会議所等と如何に協働しておられるか解りませんが、どの

市でも前向きに取り組んでいるのが現状です。出来れば、府中駅周辺にベンチャー企業の協働事務所を新設したらどうでしょ

うか。特に時代背景からして、ICT関係のベンチャー育成・支援は要検討事項と思います。

・住民が安心して暮らせるまちづくりを推進していくうえで、雇用の創出、産業の振興は重要と考えます。本計画に記載した南北道路の整備を契機

とした沿道への企業誘致を含めた産業振興を関係部署と包括的に協議し、区域の設定を行う際の参考とさせていただきます。

誘導施設について

意見要旨

目標年次について

・本計画の特徴である居住の誘導は短期間で実現されるものではなく、長期的な時間軸の中で進めていくべきと考えます。そのため、本計画の目

標年次を約20年後の平成47年とし、都市計画マスタープランにおいて平成47年を展望して設定した将来都市構造の実現を目指します。

・見直しのタイミングについては、平成37年を目処とした都市計画マスタープランの改訂と合わせて本計画を見直すとともに、加えて、その前後約

10年間の間にそれぞれ1回程度の見直しを想定しております。

・いただいたご意見を踏まえ、本市における都市計画マスタープランと立地適正化計画の関係、見直しの時期についての説明を計画に追加しま

す。

誘導方針

について

意見要旨





府中市立地適正化計画策定にかかる 

市民アンケートご協力のお願い 
 

日頃より、府中市政にご理解、ご協力いただき、ありがとうございます。 

現在、府中市では都市計画マスタープランで掲げている「集約型都市構造」（詳しくは

次頁をご参照ください）の実現に向けた「立地適正化計画」の策定に取り組んでいます。 

 これまでも府中市では、各種計画策定にあたって、市民の皆様にご協力いただきながら

アンケートなどを通し、特に府中市が都市計画マスタープランの中で「生活中心街」と位

置づけている市中心部のまちづくりに関する実態の把握に努めてきました。 

今回のアンケートは、同じくマスタープランの中で「豊かな自然を間近にしながら暮ら

すことのできる居住の場」として位置づけられている集落市街地についても、在住の皆さ

まが日常の生活で感じる思いやお住まいの地域を取り巻く環境の実態をお伺いし、今後の

計画策定に役立てるため実施させていただくものです。 

この調査票は、府中市の下記の町在住の満 20 歳以上の方の中から無作為に抽出した

1000 人の方を対象に送付しています。 

お忙しいことと存じますが、アンケート趣旨をご理解のうえ、調査にご協力いただきま

すよう、お願いいたします。 

平成 28 年 9 月 

まちづくり課 

 

 

対象地区： 

旧上下町、河面町、河佐町、久佐町、 

諸毛町、小国町、阿字町、木野山町、 

行縢町、斗升町、本山町、上山町、 

荒谷町、三郎丸町、篠根町、父石町、 

僧殿町、河南町、栗柄町、用土町、土生町  

 

 

  

上下都市計画区域

府中都市計画区域

上下都市計画区域

府中都市計画区域

koshiishi-k
タイプライターテキスト
添付１

koshiishi-k
タイプライターテキスト

koshiishi-k
長方形



【参考：府中市都市計画マスタープラン（平成 26年改訂版）】 

○府中市の集約型都市構造の考え方 

中心市街地と集落市街地がつながり、主要都市とも結びつく 

ネットワーク型のコンパクトシティ 

 

府中市では、低密度に広がった市街地を面的に縮小することは現実的ではないと捉え、市街地のこれ以上の拡

大を抑制しながら、現在の居住地の広がりを維持していきます。 

その上で、都市として必要な生活支援機能については、中心市街地に集約化し、市内のどこへ住んでいてもそ

れらを享受できるような公共交通ネットワークを構築していきます。 

同時に、府中市内だけではなく周辺の主要都市とも広域のネットワークで結び、より生活がしやすくなるよう

な都市機能の連携を図っていきます。 

このようなネットワーク型のコンパクトシティを創造していくことで、住み続けられる都市構造の形成を目指

していきます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福山市

住み続けられる
集落市街地

日常生活に必須な機能

が集積した中心市街地

公共交通ネットワーク

の充実

市街地での
農業の継続

農地と調和した

土地利用の維持

周辺地域とつながる

広域道路ネットワーク

府中市の目指す将来都市構造

身近な緑地
としての農地活用

住む場であり

ものづくりの場でもある
市街地

＜集約型構造を構成する要素＞

広域ネットワークを形成する道路基盤
〇府中市とその周辺地域との間をつなぐ広域ネットワークを整える
〇災害に強い道路基盤として整える

日常生活に必要な機能が維持された中心市街地
〇現在も府中市に存在している、日常生活に必要な機能を今後も維持する
〇市内に不足する機能は、他市と連携することで補完する

住み慣れた場所で生活が継続できる集落市街地
〇市街地周辺部ではこれ以上の市街地拡大を防ぎつつ、住み続けられる場所と位置づける
〇生活に必要な都市機能へ誰もがアクセスできるような公共交通網を構築する

産業基盤の整備された市街地
〇市街地内の産業基盤を整え、住む場所としてだけでなく、
産業活動の場として適した環境の市街地を形成する

市街化区域内の農地を、農業用地や身近な緑地として残した市街地
〇市街地においても農業が継続できる環境を形成する
〇市街化区域内農地については、積極的にオープンスペースと位置づける
〇人口減少を踏まえ、農地と調和した土地利用の維持など
ゆとりある快適な住環境を形成する

中心市街地と集落市街地がつながり、主要都市とも結びつく

ネットワーク型のコンパクトシティ

尾道市 災害に強い道路基盤



○ご記入にあたってのお願い 

 

（１）このアンケートは、封筒の宛名の方がお答えください。 

（なお、記入にあたっては、ご家族、ご友人の方などに代筆していただいても結構です。） 

 

（２）回答は、各設問の説明に沿ってご記入ください。また、お答えのなかで「その他」

を選んだときは、具体的にその内容をご記入ください。 

 

（３）ご記入いただいたアンケート表は 10 月３日までに、同封の返信用封筒に入れ、郵

便ポストに投函してください。（切手は不要です。） 

 

※なお、この調査は無記名で行い、回答はすべて統計的に処理しますので、個人が特定

されることはありません。また、調査結果につきましても計画策定以外の目的には使

用いたしません。 

 

 

＜調査に関するお問い合わせ＞ 

府中市役所建設産業部 まちづくり課 都市計画係 

電話 ０８４７－４３－７１５９  担当：川崎  
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1．あなたご自身についてお聞きします 

 

当てはまる項目の「□」にチェックを入れてください。 

 

性別 □男性    □女性 

年齢 
□20～29歳  □30～39歳   □40～49歳 □50～59歳 

□60～69歳    □70～79歳 □80歳以上 

ご職業 

□自営業（農林水産業）  □自営業（農林水産業以外）  □会社員・会社役員 

□公務員・団体職員    □パート・アルバイト         □家事専業 

□学 生         □無 職                 □その他（                  ） 

世帯構成 
□一人暮らし        □夫婦世帯   □子どもと同居      □親と同居 

□三世代又はそれ以上の世帯           □その他（                    ） 

お住まいの 

地区 

・旧府中市（     ）町に居住  （記入例）旧府中市（篠根）町に居住 

・旧上下町（     ）に居住   （記入例）旧上下町（深江）に居住 

 

  

立地適正化計画策定に関わる市民アンケート調査票 
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２．お住まいについてお聞きします 

 

問１ 

現在お住まいの住宅の種類について、当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

 

 

問２ 

現在お住まいの地区には、どの程度の期間住んでいますか。 

当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

 

  

① 持ち家（一戸建て） 

② 持ち家（分譲ﾏﾝｼｮﾝ） 

③ 借家（一戸建て） 

④ 借家（賃貸ﾏﾝｼｮﾝ・ｱﾊﾟｰﾄなど） 

⑤ 借家（公営住宅） 

⑥ 社宅・官舎  

⑦ 間借り 

⑧ その他（        ） 

① 生まれたときから住んでいる    →問４へ 

② 15 年以上前に転居・転入 

③ 5～14 年前に転居て・転入   →問３・問 4 へ 

④ 転居・転入して 5 年未満 
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問３ 

問２で②～④を選択された方（転居、転入された方）にお聞きします。 

 

 

1）転居や転入前には、どちらに住んでいましたか。 

当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

 

 

2）現在のお住まい（自宅）に住むこととなった主なきっかけ（転居・転入の理由）は   

何ですか。当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

 

 

3）現在のお住まい（自宅）に住むことを決めたときの気持ちはどのようなものですか。 

当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

  

① 府中市内の別の地区から転居 

② 県内の他の市町村から転入 

③ 県外から転入 

① 結婚のため 

② ご自身の就職、転勤のため 

③ ご自身の学校の関係 

④ 配偶者など家族の就職、転勤のため 

⑤ 子ども等家族の学校の関係 

⑥ ご自身や家族の職場の近隣へ転居 

⑦ 親の介護や親と同居など両親（又は祖父

母）の事情 

⑧ 子どもと同居など親以外の家族の事情 

⑨ 住宅取得の関係 

⑩ 移住 

⑪ その他 

（                 ） 

① 転居・転入したかった 

② どちらかといえば、転居したかった 

③ どちらともいえない 

④ どちらかといえば、仕方なく転居した 

⑤ 仕方なく転居した 
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問４ 

現在お住まいの地区に住み続けたいと思っていますか。 

当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

 

 

問５ 

問４で①を選択された方（住み続けたいと思っている方）にお聞きします。 

 

 

１）住み続けたい理由はどのようなものですか。 

当てはまる番号を、回答欄に主なものから順に 3 つまでお書きください。（複数回答） 

回答欄  １□  ２□  ３□ 

 

  

①  現在の地区に住み続けたい                  →問５へ 

② できれば住み続けたいが、今後転居・転出するかもしれない   

③ 転居・転出したい                       

④ その他（                       ） 

① 住み慣れている 

② 緑や自然が豊か 

③ 歴史や文化等への誇り、愛着 

④ 公共交通の利便性が良い 

⑤ 買い物が便利 

⑥ 通勤・通学が便利 

⑦ 医療・福祉サービスが充実 

⑧ 文化施設等の公共施設が充実 

⑨ 子育て環境が良い 

⑩ 治安が良い 

⑪ 自然災害の危険性が低い 

⑫ 道路などの生活基盤が良い 

⑬ 家賃が安い、家や土地が広いなど住宅に満足 

⑭ 隣近所のつきあいが活発 

⑮ 親類や知人が多く住んでいる 

⑯ 実家のため 

⑰ 職場の環境に満足 

⑱ その他 

（                 ） 

→問６へ 
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２）現在の地域に住み続けるためには、どのような行政支援や制度があればよいと           

考えますか。当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

  

① バスや乗り合いタクシーなどの公共交通の利便性向上 

② 公共交通費用に対する費用助成 

③ 住宅のリフォームや増改築に対する費用助成 

④ 訪問医療・介護の充実 

⑤ 生活必要品などの買い物支援のための宅配サービスの充実 

⑥ 人が集う集会所などの施設機能の維持・充実 

⑦ 自治会等の地域の活動への支援 

⑧ 道路などの生活基盤の改善 

⑨ その他（                                  ） 
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問６ 

問４で②③を選択された方（転出・転居したい、転出・転居するかもしれない方）   

にお聞きします。 

 

１）転出・転居する場合は、どこの地域を選択することが考えられますか。 

当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

 

 

 

 

２）転出・転居したい、転出・転居するかもしれない理由はどのようなものですか。 

当てはまる番号を、回答欄に主なものから順に 3 つまでお書きください。（複数回答） 

回答欄  １□  ２□  ３□ 

 

 

  

① 府中駅周辺 

② 高木町・中須町周辺 

③ 上下駅周辺 

④ 府中市内のその他の場所 

（              ） 

⑤ 福山市 新市～駅家駅周辺 

⑥ 福山市 その他地域 

⑦ その他県内の市町村 （     ） 

⑧ 県外 

 

① 老後が不安 

② 緑や自然が荒れている 

③ 歴史や文化が乏しい 

④ 公共交通が不便 

⑤ 買い物が不便 

⑥ 通勤・通学が不便 

⑦ 医療・福祉サービスが不十分 

⑧ 文化施設等の公共施設が不十分 

⑨ 子育て環境が良くない 

⑩ 治安が悪い 

⑪ 自然災害の危険性が高い 

⑫ 道路が狭い、管理が不行き届き 

⑬ 住宅に不満 

⑭ 隣近所のつきあいが煩わしい 

⑮ 人が減り、活気が失われている 

⑯ 親族との同居 

⑰ 転勤や転職を考えている 

⑱ その他 

（                ） 
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３）転居・転出をするに至っていない理由は何ですか。 

当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

 

 

４）転居・転出にあたってどのような行政支援や制度があれば利用したいと考えますか。 

当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

① 現在の生活様式が変わることが不安だから 

② 今よりも家が狭くなるから 

③ 手頃な価格の住宅や土地がないから 

④ 仕事の関係で離れられないから 

⑤ 知人・友人と疎遠になるから 

⑥ 親や子どもの家から離れてしまうから 

⑦ 現在所有している土地やお墓の管理が難しいから 

⑧ 現在所有している土地や家屋の買い手がなく、売却できないから 

⑨ 住み替え先の探し方がわからないから、相談する相手がいないから 

⑩ その他（                              ） 

① 転居・転出に関する総合的な窓口 

② 空き家や空き地活用に関する情報提供 

③ 転居・転出先の地域に関する情報提供（子育て環境や高齢者施設情報など） 

④ 戸建て住宅の購入に対する費用助成 

⑤ 空き家や中古住宅のリフォームや増改築に対する費用助成 

⑥ 賃貸住宅の入居への家賃補助 

⑦ 土地の売買に伴う税制等の優遇措置 

⑧ 高齢者の住宅を借り上げ子育て世帯へ賃貸するなど、            

資産（現在住んでいる持ち家・土地）の活用支援 

⑨ その他（                                 ） 
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３．世帯構成等についてお聞きします 

 

問７ 

現在のお住まいの世帯構成について、当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

 

 

 

問８ 

問 7 で①②③を選択された方にお聞きします。 

 

別居しているお子さんはいますか。当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

 

  

① 一人暮らし  

② 夫婦世帯    →問８へ 

③ 親と同居 

④ 子どもと同居 

⑤ 三世代又はそれ以上の世帯         →問 10 へ 

⑥ その他 （                   ） 

① 別居している子どもがいる  →問９へ 

② 子どもはいない       →問 11 へ 
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問９ 

問８で①を選択された方（別居しているお子さんがいる）にお聞きします。 

※複数のお子さんがいらっしゃる場合、 

最も近くに住んでいるお子さんについてお答えください。 

 

 

１）お子さんの現在の居住地について、当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

 

 

２）お子さんと会う頻度について、当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

 

 

３）1）で⑤～⑩を選択された方（お子さんが市外にお住まいの方）にお聞きします。 

 

お子さんの帰郷意識について、当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

  

① 同じ地区内 

② 府中駅周辺 

③ 上下駅周辺（ご自身が上下町上下にお住ま

いの方は①を選択してください） 

④ 市内その他 

（                ） 

⑤ 福山市  新市～駅家駅周辺 

⑥ 福山市 その他地域 

⑦ 世羅町 

⑧ 三次市 

⑨ 市外その他

（             ） 

⑩ 県外 

① ほぼ毎日 

② 週 2～3 日 

③ 週 1 日程度 

④ 月 1～2 日 

⑤ 年数回 

⑥ 数年に 1 回 

① いずれは出身地区に帰ってくると思う 

② いずれは府中市内に帰ってくると思う 

③ この先も帰ってこないと思う 

④ その他 

（                                   ） 
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４．子育て・教育環境についてお聞きします 

 

問 10 

20 歳未満のお子さんがいる方にお聞きします。 

（お子さんが 20 歳以上の方は次頁の問 11 へお進みください。） 

 

１）お子さんの年齢について、当てはまる番号に〇印をお付けください。 

（お子さんが複数いる場合は、当てはまる番号すべてに○印を付けてください。） 

 

２）お住まいの地域の子育てのしやすさについて、どう考えますか。 

当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

 

３）2)のように考える理由は何ですか。 

①②を選択された方は「子育てしやすい理由」を、 

③④を選択された方は「子育てしにくい理由」をそれぞれお書きください。 

 

また改善点などのご意見・ご要望がございましたら、あわせてお書きください。 

（自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 0～7 歳（小学校入学前） 

② 7～15 歳（小学生・中学生） 

③ 15 歳～19 歳 

① 子育てしやすい 

② どちらかというとしやすい 

③ どちらかというとしにくい 

④ 子育てしにくい 
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５．ご自身やご家族の交通手段についてお聞きします 

 
問 11 

ご自身の交通手段についてお聞きします。 

 

1）通勤・通学に関して、                             

下記の項目毎に当てはまる番号 1 つに○印をお付けください。           

（無職の方は、紙面下部の「2）」のみお答えください。) 

通勤 

通学地 
① 自 宅   

② 府中市  

③ 福山市 

④ 尾道市            

⑤ 三次市  

⑥ 世羅町 

⑦ その他の県内   

⑧ 岡山県 

⑨ その他の県内   

通勤 

通学地が

府中市内

の方 

・旧府中市（     ）町に通勤通学  （記入例）旧府中市（元）町に通勤通学 

 

・旧上下町（     ）に通勤通学   （記入例）旧上下町（上下）に通勤通学 

主な 

交通手段 
① 自分で運転する車 

② 家族が運転する車 

③ 知人が運転する車 

④ バイク 

⑤ 電 車  

⑥ 路線バス       

⑦ 施設送迎バス 

⑧ タクシー 

⑨ 自転車 

⑩ 徒 歩  

⑪ その他 

（           ） 

 

 

２）買い物等の通勤・通学を除く外出に関して、                  

下記の項目毎に当てはまる番号 1 つに○印をお付けください。 

主な 

交通手段 

 

① 自分で運転する車 

② 家族が運転する車 

③ 知人が運転する車 

④ バイク 

⑤ 電 車 

⑥ 路線バス 

⑦ 施設送迎バス 

⑧ タクシー         

（予約型乗り合い     

タクシーは除く） 

⑨ 予約型乗り合い          

タクシー       

（おたっしゃ号、    

ふれあいタクシー） 

⑩ 自転車 

⑪ 徒 歩 

⑫ その他 

（            ） 

外出頻度 
① ほぼ毎日 

② 週2～3回 

③ 週1回程度 

④ 月１回程度 

⑤ 年数回 

⑥ 数年に1回  
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問 12 

同居するご家族がいる方に、ご家族の交通手段についてお聞きします。 

（1 人暮らしの方は、問 14 へお進みください。） 

ご家族に車やバイクを運転できない人はいますか。 

当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

  

①  親や配偶者 

② 子ども 

③ 運転できない人はいない 

→問 13 へ 

→問 14 へ 
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問 13 

問 12 で①②を選択された方（運転できないご家族がいる方）にお聞きします。 

（運転できないご家族が複数いる場合は、どなたかお一方についてお答えください。） 

 

1）通勤・通学に関するご家族の交通手段等について、                             

下記の項目毎に当てはまる番号 1 つに○印をお付けください。          

（無職の場合は、紙面下部の「2）」のみお答えください。) 

通勤 

通学地 
① 自 宅   

② 府中市  

③ 福山市  

④ 尾道市          

⑤ 三次市  

⑥ 世羅町 

⑦ その他の県内   

⑧ 岡山県 

⑨ その他の県内   

通勤 

通学地が

府中市内

の方 

・旧府中市（     ）町に通勤通学  （記入例）旧府中市（元）町に通勤通学 

 

・旧上下町（     ）に通勤通学   （記入例）旧上下町（上下）に通勤通学 

主な 

交通手段 
① 家族が運転する車 

② 知人が運転する車 

③ 電 車  

④ 路線バス       

⑤ 施設送迎バス 

⑥ タクシー 

⑦ 自転車 

⑧ 徒 歩  

⑨ その他 

（           ） 

 

 

 

２）買い物等の通勤・通学を除く外出に関するご家族の交通手段等について、       

下記の項目毎に当てはまる番号 1 つに○印をお付けください。 

主な 

交通手段 

 

① 家族が運転する車 

② 知人が運転する車 

③ 電 車 

④ 路線バス 

⑤ 施設送迎バス 

⑥ タクシー         

（予約型乗り合い     

タクシーは除く） 

⑦ 予約型乗り合い          

タクシー       

（おたっしゃ号、    

ふれあいタクシー） 

⑧ 自転車 

⑨ 徒 歩 

⑩ その他 

（            ） 

外出頻度 
① ほぼ毎日 

② 週2～3回 

③ 週1回程度 

④ 月１回程度 

⑤ 年数回 

⑥ 数年に1回  
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６．お住まいの地域でのコミュニティ活動ついてお聞きします 

問 14 

お住まいの地域で住人同士が顔を合わせて会話する頻度（挨拶のみは除く）は     

どのくらいですか。 

当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

 

 

 

問 15 

日常生活において、隣近所でどのような助け合いが見られますか。 

当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

 

 

 
問 16 

自治会活動についてお聞きします。 

１）お住まいの地域では、自治会としてどのような作業・活動を行っていますか。 

当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

  

① ほぼ毎日 

② 週 2～3 回 

③ 週 1 回程度 

④ 月 1 回程度 

⑤ めったにない 

⑥ その他

（               ） 

① 特にない 

② 定期的な安否確認 

③ 買い物の手伝い 

（近所の人の分も買ってくる等） 

④ 家事（料理、掃除、洗濯など）の    

手伝い 

⑤ 通院などの送迎・乗り合わせ 

⑥ 子どもの一時預かり 

⑦ 庭や農地管理の手伝い 

⑧ 冠婚葬祭の手伝い 

⑨ その他

（               ） 

① 寄合 

② 集会所、広場等の維持管理 

③ 農道や用水路等の維持管理 

④ 地域の祭り 

⑤ 消防・防災活動 

⑥ 冠婚葬祭での協力 

⑦ 見守りや声掛けなどの助け合い活動 

⑧ わからない 

⑨ その他

（               ） 
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２）自治会として共同で管理している建物・広場等はありますか。 

ある場合は、どのようなものですか。 

当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

 

 

 

３）他の自治会と共同して何か活動や行事を行っていますか。 

  ある場合は、どのような活動や行事ですか。 

当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

 

 

 

4）自治会活動を行う中で、どのような問題や課題があると感じていますか。     

当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

  

① 特にない 

② 公民館・集会所 

③ 寺社仏閣 

④ 農地・農道 

⑤ 公園・広場等 

⑥ バス停の待合スペース 

⑦ わからない 

⑧ その他

（               ） 

① 特にない 

② 寄合 

③ 公民館・集会所、広場等の維持管理 

④ 道路や用水水路等の清掃 

⑤ 地域の祭り 

⑥ 消防・防災活動 

⑦ 地域資源を活用した特産品の開発 

⑧ 冠婚葬祭での協力 

⑨ 見守りや声掛けなどの助け合い活動 

⑩ わからない 

⑪ その他

（               ） 

① 自治会活動への参加者の減少、高齢化 

② 地域の次世代のリーダーの不在 

③ 集会所・公民館の利活用 

④ 集会所・公民館の老朽化 

⑤ 農道等の管理が不行き届き 

⑥ 祭り等の地域の行事の継続 

⑦ 消防・防災活動の継続 

⑧ 空き家・耕作放棄地の増加 

⑨ 野生動物による農業被害 

⑩ わからない 

⑪ その他

（               ） 
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問 17 

公民館・集会所の利用についてお聞きします。 

 

１）最寄りの公民館や集会所を利用する頻度はどのくらいですか。          

当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。 

 

 

 

２）1）で①～⑤を選択された方（公民館・集会所を利用される方）にお聞きします。 

 

 公民館・集会所を利用する目的・活動は何ですか。 

 当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（複数回答） 

 

  

① ほぼ毎日 

② 週 2～3 回 

③ 週 1 回程度 

④ 月 1 回程度 

⑤ 年数回 

⑥ めったに利用しない 

⑦ その他

（               ） 

① 寄合 

② 趣味や教養に関わる活動（音楽、美術、舞踊、文学、語学など） 

③ 健康・スポーツ活動（健康づくり、体操、スポーツなど） 

④ 家庭生活に役立つ活動（料理教室・編み物教室など） 

⑤ 育児・教育に関する活動（幼児教育、子育て相談など） 

⑥ 祭等の行事 

⑦ ボランティア活動 

⑧ 公民館や集会所の清掃・管理 

⑨ その他

（                                   ） 
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７．府中駅、上下駅周辺の利用状況にお聞きします。 

問 18 

府中駅、上下駅周辺を訪れる頻度はどれくらいですか。 

それぞれについて当てはまる番号 1 つに〇印をお付けください。（個別回答） 

 

問 19 

府中駅、上下駅周辺を訪れる主な目的は何ですか。 

それぞれについて当てはまる番号すべてに〇印をお付けください。（個別回答） 

府中駅周辺 上下駅周辺 

① ほぼ毎日 

② 週に 2～3 回 

③ 週に 1 回程度 

④ 月に 1 回程度 

⑤ 年数回 

⑥ その他

（               ） 

① ほぼ毎日 

② 週に 2～3 回 

③ 週に 1 回程度 

④ 月に 1 回程度 

⑤ 年数回 

⑥ その他

（               ） 

府中駅周辺 上下駅周辺 

① 通勤・通学先があるため 

② 日用品の買い物のため 

③ 嗜好品の買い物のため 

④ 保健・医療施設を利用するため 

⑤ 市役所等へ行政手続きのため 

⑥ 図書館や文化センター等の     

文化施設を利用するため 

⑦ TAM（生涯学習センター）や   

公民館を利用するため 

⑧ POM（府中市子どもの国）や   

子育て支援センターを利用するため 

⑨ 電車やバス利用のため 

⑩ 家族の送迎のため 

⑪ 知人に会うため 

⑫ 観光のため 

⑬ その他

（               ） 

① 通勤・通学先があるため 

② 日用品の買い物のため 

③ 嗜好品の買い物のため 

④ 保健・医療施設を利用するため 

⑤ 支所等へ行政手続きのため 

⑥ 図書館等の文化施設を利用するため 

⑦ 公民館を利用するため 

⑧ 子育て支援センターを利用するため 

⑨ 電車やバス利用のため 

⑩ 家族の送迎のため 

⑪ 知人に会うため 

⑫ 観光のため 

⑬ その他

（               ） 
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8．現在の暮らしの満足度についてお聞きします 

 

問 20 

最後に現在の日々の暮らしの総合的な満足度は、下記のどれに近いですか。 

当てはまる番号１つに〇印をお付けください。 

 

 

○最後に、まちづくり全般についてご意見・ご要望などがございましたら、 

以下にご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただき、ありがとうございました。 

① 非常に満足している 

② まあまあ満足している 

③ あまり満足していない 

④ 満足していない 





 

 

 

 

 

 

府中市立地適正化計画 

誘導区域に係る届出の手引き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中市立地適正化計画の策定により、居住誘導区域外及び都市機能誘導区域外   

において一定規模以上の開発行為等を行う場合、市長への届出が義務づけられました。 

届出制度について、本手引きにおいて解説いたします。 

 

問い合わせ先 

府中市役所 　建設部  都市デザイン課 

電話：0847-44-9170 

FAX：0847-46-1535  

koshiishi-k
長方形

koshiishi-k
タイプライターテキスト
添付２



 

 

 

- 1 - 

 

 

居住誘導区域外における事前届出 

 

■ 届出制度の目的 

・市が居住誘導区域外における住宅開発等の動きを把握するための制度です。 

 

 ■ 届出の対象となる行為 

・居住誘導区域外の区域で、以下の行為を行おうとする場合には原則として市への届出が義

務付けられています（都市再生特別措置法第 88 条第１項）。 

・ただし、居住誘導区域外、かつ法定の計画区域である府中市都市計画区域内で行う行為に限

ります。 

※ 以下の開発・建築等行為を行う区域・敷地の全部又は一部が居住誘導区域外にある場合、届出対象となります。 

 

【開発行為の場合】 

① 3 戸以上の住宅の建築を目的とする開発行為 

 

 

 

 

② 1 戸又は 2 戸の住宅の建築を目的とする開発行為で、その規模が 1,000 ㎡以上のもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【建築等行為の場合】 

① 3 戸以上の住宅を新築しようとする場合 

② 建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して 3 戸 以上の住宅とする場合    

届出が必要 

届出が必要 

（①の例示） 

（②の例示-1） 
1,200 ㎡ 

1 戸の開発行為 

届出不要 

（②の例示-2） 
800 ㎡ 

2 戸の開発行為 

3 戸の開発行為 

届出が必要 

3 戸の建築行為 

（①の例示） 

届出不要 

（②の例示） 

1 戸の建築行為 



 

 

 

- 2 - 

 

 

 

【区域図】 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 届出の時期 

・開発行為等に着手する 30 日前までに届出を行うこととなります（都市再生特別措置法第

88 条第１項）。なお、開発許可申請等に先行して届出することが望ましいとされています。 

  

N
0 0.5 1.0 km

府中市都市計画区域 

居住誘導区域 

届出の対象となる区域

区域 



 

 

 

- 3 - 

 

 

 

 

 ■ 届出書類の作成 

・届出は、以下の区分により、あらかじめ定められている届出書（様式）に添付図書を添えて

行います。 

 

【開発行為の場合】 

◆届出書 ･･････････････････････････････････････様式 1 

◆添付図書 

① 位置図 縮尺 2,500 分の１以上 

② 現況図 縮尺 1,000 分の１以上 

③ 設計図 縮尺 500 分の１以上 

④ その他参考となる事項を記載した図書 

 

【建築等行為の場合】 

◆届出書 ･･････････････････････････････････････様式 2 

◆添付図書 

① 位置図 縮尺 2,500 分の１以上 

② 敷地内における住宅等の位置を表示する図面 縮尺 100 分の１以上 

③ 住宅等の２面以上の立面図及び各階平面図 縮尺 100 分の１以上 

④ その他参考となる事項を記載した図書 

 

【上記２つの届出内容を変更する場合】 

◆届出書 ･･････････････････････････････････････様式 3 

◆添付図書 上記のそれぞれの場合と同様 

 

 

 ■ 届出に対する市の対応 

・届出を受理したのち、届出者に対し、勧告の有無について２週間以内に通知することを標準

とします。 

 

 ■ 届出を要しない軽易な行為 

・都市再生特別措置法施行令第 25 条の規定により、住宅等で仮設のもの又は農林漁業を営

む者の居住の用に供するものの建築の用に供する目的で行う開発行為、住宅等の新築又は

建築物を改築若しくはその用途を変更して住宅等とする行為については、同法第 88 条第

１項に規定する届出を要しない場合があります。 
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都市機能誘導区域外における事前届出 

 

 ■ 届出制度の目的 

・市が都市機能誘導区域外における住宅開発等の動きを把握するための制度です。 

 

 ■ 届出の対象となる行為 

・都市機能誘導区域外の区域で、以下の行為を行おうとする場合には原則として市への届出

が義務付けられています（都市再生特別措置法第１０８条第１項）。 

・ただし、都市機能誘導区域外、かつ法定の計画区域である府中市都市計画区域内で行う行為

に限ります。 

※ 以下の開発・建築等行為を行う区域・敷地の全部又は一部が居住誘導区域外にある場合、届出対象となります。 

 

【開発行為の場合】 

◯誘導施設を有する建築物の建築目的とする開発行為 

 

【建築等行為の場合】 

◯誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合 

◯建築物を改築し、誘導施設を有する建築物とする場合 

◯建築物の用途を変更し、誘導施設を有する建築物とする場合  

 

 

◯病院（医療法第 1 条の 5 第 1 項に定める病床数 20 以上のもの） 

◯地域包括支援センター 

◯サービス付き高齢者住宅（高齢者の居住の安定確保に関する法律第 5 条第 1 項による登録

を受けることができるもの） 

◯子育て世代活動支援センター 

◯図書館（図書館法第 2 条第 1 項に定める学校に附属する図書館等を除くもの） 

◯生涯学習センター 

◯文化センター 

◯地域交流センター 

◯歴史民族資料館 

◯大規模商業施設（床面積 10,000 ㎡以上） 

◯道の駅 

◯健康増進施設 

◯市役所 

◯教育センター 

  

誘導施設 
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【区域図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 届出の時期 

・開発行為等に着手する 30 日前までに届出を行うこととなります（都市再生特別措置法第

108 条第 1 項）。なお、開発許可申請等に先行して届出することが望ましいとされていま

す。 

  

N
0 0.5 1.0 km

府中市都市計画区域 

都市機能 
誘導区域 

届出の対象となる区域

区域 
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■ 届出書類の作成 

・届出は、以下の区分により、あらかじめ定められている届出書（様式）に添付図書を添えて

行います。 

 

【開発行為の場合】 

◆届出書 ･･････････････････････････････････････様式 4 

◆添付図書 

① 位置図 縮尺 2,500 分の１以上 

② 現況図 縮尺 1,000 分の１以上 

③ 設計図 縮尺 500 分の１以上 

④ その他参考となる事項を記載した図書 

 

【建築等行為の場合】 

◆届出書 ･･････････････････････････････････････様式 5 

◆添付図書 

① 位置図 縮尺 2,500 分の１以上 

② 敷地内における住宅等の位置を表示する図面 縮尺 100 分の１以上 

③ 住宅等の２面以上の立面図及び各階平面図 縮尺 100 分の１以上 

④ その他参考となる事項を記載した図書 

 

【上記２つの届出内容を変更する場合】 

◆届出書 ･･････････････････････････････････････様式 6 

◆添付図書 上記のそれぞれの場合と同様 

 

 

■ 届出書類の作成 

・届出を受理したのち、届出者に対し、勧告の有無について２週間以内に通知することを標準

とします。 

 

■ 届出を要しない軽易な行為 

・都市再生特別措置法施行令第３３条の規定により、府中市立地適正化計画に記載された誘

導施設を有する建築物で仮設のものの建築の用に供する目的で行う開発行為、誘導施設を

有する建築物で仮設のものの新築又は建築物を改築し、若しくはその用途を変更して誘導

施設を有する建築物で仮設のものとする行為については、同法第１０8 条第１項に規定す

る届出を要しない場合があります。  
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様式第 10（第 35条第１項第１号関係） 

 

 

開発行為届出書 

 

都市再生特別措置法第 88 条第 1 項の規定に基づき、開発行為について、下記に

より届け出ます。 

 

 

  年  月  日 

 

 

府中市長 様 

 

 

届出者  住 所                    

 

氏 名                印   

 

開
発
行
為
の
概
要 

１ 開発区域に含まれる地域の名称  

２ 開発区域の面積 平方メートル 

３ 住宅等の用途  

４ 工事の着手予定年月日 年   月   日 

５ 工事の完了予定年月日 年   月   日 

６ その他必要な事項  

注１ 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記

載すること。 

２ 届出者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合において

は、押印を省略することができる。 

  

様式１ 
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様式第 11（第 35条第１項第２号関係） 

 

 

住宅等を新築し、又は建築物を改築し、若しくはその用途を変更して住宅等とする

行為の届出書 
 

都市再生特別措置法第 88条第１項の規定に基づき、 

住宅等の新築 

建築物を改築して住宅等とする行為     について、下記により届け出ます。 

建築物の用途を変更して住宅等とする行為 

 

  年  月  日 

 

府中市長 様 

 

届出者  住 所                    

 

氏 名                印   

 

１ 住宅等を新築しようとする土地

又は改築若しくは用途の変更をし

ようとする建築物の存する土地の

所在、地番、地目及び面積 

 

２ 新築しようとする住宅等又は改

築若しくは用途の変更後の住宅等

の用途 

 

３ 改築又は用途の変更をしようと

する場合は既存の建築物の用途 
 

４ その他必要な事項  

注１ 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記

載すること。 

  ２ 届出者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合において

は、押印を省略することができる。 

  

様式２ 
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様式第12（第38条第１項関係） 

 

 

行為の変更届出書 

 

   年  月  日 

 

 

府中市長 様 

 

届出者  住 所                    

 

氏 名                印   

 

都市再生特別措置法第88条第２項の規定に基づき、届出事項の変更について、下記

により届け出ます。 

 

記 

 

１ 当初の届出年月日      年  月  日 

 

２ 変更の内容 

 

 

 

 

３ 変更部分に係る行為の着手予定日    年  月  日 

 

４ 変更部分に係る行為の完了予定日    年  月  日 

 

 

 

注１ 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏

名を記載すること。 

２ 届出者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合に

おいては、押印を省略することができる。 

   ３ 変更の内容は、変更前及び変更後の内容を対照させて記載すること。 

  

様式３ 
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様式第 18（第 52条第１項第１号関係） 

 

 

開発行為届出書 

 

都市再生特別措置法第 108 条第１項の規定に基づき、開発行為について、下記に

より届け出ます。 

 

 

  年  月  日 

 

 

府中市長 様 

 

 

届出者  住 所                    

 

氏 名                印   

 

開
発
行
為
の
概
要 

１ 開発区域に含まれる地域の名称  

２ 開発区域の面積 平方メートル 

３ 建築物の用途  

４ 工事の着手予定年月日 年   月   日 

５ 工事の完了予定年月日 年   月   日 

６ その他必要な事項  

注１ 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記

載すること。 

２ 届出者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合において

は、押印を省略することができる。 

  

様式４ 
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様式第19（第52条第１項第２号関係） 

 

 

 誘導施設を有する建築物を新築し、又は建築物を改築し、若しくはその用途を変更して

誘導施設を有する建築物とする行為の届出書 
 

都市再生特別措置法第 108条第１項の規定に基づき、 

誘導施設を有する建築物の新築 

建築物を改築して誘導施設を有する建築物とする行為 

建築物の用途を変更して誘導施設を有する建築物とする行為 

 について、下記により届け出ます。 

 

  年  月  日 

 

府中市長 様 

 

届出者  住 所                    

 

氏 名                印   

 

１ 建築物を新築しようとする土地

又は改築若しくは用途の変更をし

ようとする建築物の存する土地の

所在、地番、地目及び面積 

 

２ 新築しようとする建築物又は改

築若しくは用途の変更後の建築物

の用途 

 

３ 改築又は用途の変更をしようと

する場合は既存の建築物の用途 
 

４ その他必要な事項  

注１ 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記

載すること。 

  ２ 届出者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合において

は、押印を省略することができる。  

様式５ 
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様式第20（第55条第１項関係） 

 

 

行為の変更届出書 

 

  年  月  日 

 

 

府中市長 様 

 

届出者  住 所                    

 

氏 名                印   

 

都市再生特別措置法第108条第２項の規定に基づき、届出事項の変更について、下

記により届け出ます。 

 

記 

 

１ 当初の届出年月日      年  月  日 

 

２ 変更の内容 

 

 

 

 

３ 変更部分に係る行為の着手予定日    年  月  日 

 

４ 変更部分に係る行為の完了予定日    年  月  日 

 

 

 

注１ 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏

名を記載すること。 

２ 届出者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合に

おいては、押印を省略することができる。 

３ 変更の内容は、変更前及び変更後の内容を対照させて記載すること  

様式６ 
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